
2024年度（第33回）
　[動物学]　　　23名

NO 氏　名　 研　究　課　題　名 助成金

1 阿部 大地 明治前期に編纂された地誌・物産誌における動物情報の研究 58.5万円

2 井ノ上綾音 タゴガエル種群における交配前隔離機構の解明 84.4万円

3 大島 雅晴 日本産ホコリチビダニ科の多様性研究 -ハビタット拡大様式の解明を目指して- 70万円

4 小川 晟人 日本海溝における超深海性ナマコ類の多様性に関する研究 60万円

5 表　渓太 北海道とサハリンにおける氷期遺存種キタナキウサギの生物地理 41.7万円

6 河合 諒人 後体節操出機構をもつハエヤドリクロバチ科寄生蜂の構造的特徴と系統関係 64.8万円

7 藏滿 司夢
ゾウムシ成虫の頑丈な体に内部寄生する寄生蜂 Perilitus sp. ：その産卵戦略の
解明

65.4万円

8 小島　渉 島嶼におけるニホンヒキガエルの体サイズの多様化 56.4万円

9 近藤 拳太
日本産ウメボシイソギンチャクの分類学的研究～ウメボシイソギンチャクの真の正
体とは？！～

60万円

10 坂根 広大
カメ類・鳥類のクチバシ領域における血管形態の解析：クチバシ獲得プロセスの
解明に向けて												 												

72.3万円

11 佐藤　臨 小笠原諸島の洞穴性蛾類における音響交信特性 82万円

12 佐野　勲 カタハガイの宿主利用の特殊化による種分化メカニズムの解明 56万円

13 椎葉 瞭太
ハバビロチビゴミ群, 特に高地環境に生息する属に着目した包括的分類学的研
究

83.3万円

14 鈴木 佑弥
湿地環境が水面性クモ類の生活史形質におよぼす影響の解明～止水系と流水
系の比較から～

70万円

15 髙橋 遥花 地中の隠れていた生物多様性を解き明かす 60.9万円

16 角田 智詞
河川敷の砂地に生息するヒゲコガネの遺伝的構造と浸水への適応応答機構の
解明

60万円

17 中村 潤平 コモンハタ近似種群を中心とした日本産ハタ科ハタ亜科魚類の分類学的研究 48万円

18 浜口 純平
小笠原諸島産Stathmopoda 属（チョウ目：ニセマイコガ科）における適応放散過
程の解明と生殖的隔離の検証

70万円

19 深井こるり 佐渡島平野部に生息するモリアオガエル成体の移動ルートと生息環境の解明 40.3万円

20 深草 彩子
絶対的単為生殖種オガサワラヤモリの大東諸島と琉球列島における進化プロセ
スの解明

70万円

21 松島 吉伸 ヤドカリ型生活様式をとるタナイス目甲殻類の適応形態の進化史 60万円

22 保田　海 大規模再生能をもつ嚢舌類ウミウシの種の探索と生態的要因の解明 71.1万円

23 柳　拓明 ハビタットの進化は食性進化の駆動要因になるか？ 70万円
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